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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度 第６回栃木西部地域会議 

開催日時 令和４年１０月１８日（火）１９時 開会  ２０時１６分 閉会 

開催場所 皆川公民館 大研修室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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総合政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

１ 開会 

── 開会 ── 

 

２ あいさつ 

― 寺内会長あいさつ ― 

 

３ 議事 

 

(1) 令和５年度実施 地域予算提案事業案について 

<説明> 

 ・令和３年度に各地域会議からいただいた意見について、計画へ反映する内

容がほぼ固まったので、報告する。 

 ・分野ごとに整理後、同じような意見をまとめ、基本構想の前段の部分に記

載。基本計画のそれぞれの施策に反映する。 

 ・現在は文章の最終的な校正をしている段階であり、冊子ができるのが１１

月の中旬ごろ。そこから１カ月間、パブリックコメントとして計画の中身

について市民から意見をいただくこととなっている。 

―― 総合政策課より資料１に基づき説明 ── 

 

<意見・質問> 

成果指標の中に田んぼダムの整備面積が令和３年度は３３ｈａに対し、令和

９年度は３３８ｈａとあるが、これは土地改良区の農地から整備していくとい

うことか。 

 



総合政策課 

 

 

委員Ａ 

 

 

 

 

総合政策課 

 

 

 

 

副会長Ａ 

 

総合政策課 

 

 

 

 

 

委員Ｂ 

 

 

総合政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員Ｂ 

それぞれの指標については担当課にて設定しているので、この場ではお答え

ができない。後日、確認してお返事させていただく。 

 

 「（基本施策の中に）特色ある農林業の展開」とあるが、山の中では間伐のあ

とそれっきりになっていたり、倒木があったりすると、それらが大雨で川に流

れだすことで災害の原因になったりする。特色ある農林業がどのように展開さ

れるか興味を持って見ていきたいと思う。 

  

 農林関係部署においても、高齢化に伴い森林の管理が上手くいっていない現

状と課題は認識している。 

その課題に今後５年間でどのように取り組むかという点において、パブリッ

クコメントで総合計画の冊子をご覧になってご意見をいただきたい。 

 

 今のような意見をパブリックコメントで出すということなのか。 

 

 総合計画において、現状の課題とそれに対しての取組みを見ていただき、ど

のような視点が足りないのかについて市民からご意見をいただきたい。 

 それらがどのように反映できるのか、もしくはどのように含まれているの

か、ひとつひとつ確認を取っていく。 

 行政側で見えない視点のご意見をいただければありがたい。 

 

 ５年後の達成率・実施率をどのくらいにしてやるのか、それに対しての検証

はやるのか。この取り組みは今回初めてやるのか。 

 

 合併後（平成２３年）に、１０年間の基本構想と５年間の基本計画（前期 

・後期）を作っている。現在は後期の５年間であり、事業目標としていたもの

をどれだけ達成できたのかを検証している。 

計画に基づいた実証ができたのか、あるいは目標が達成できなかったのか。

（達成できなかったのであれば）理由は何なのか、といった理由を洗い出すこ

とになる。さらに現状で問題となっているものを、栃木市として今後５年間ど

のように取り組むか。 

 それらを見据えた時に、それぞれの事業展開を考え、目標値を立てている。 

 一番望ましいのは（目標値を）全て達成することだが、状況によっては思う

ようにいかないこともあるので、その場合には、現状の課題を考えてその先ど

うするのか。毎年、事業の進捗を図りながら、５年間やった上で事業を見直す

かどうか考える。事業にメスを入れるのか、補填するのかも確認して、あとの

５年間に事業を繋げていく。その５年間で達成できるのであれば、第３次総合

計画において立て直す、という形のサイクルを考えながら事業展開していきた

いと考えている。 

 

 １００％は無理だと思うが、せめて５０％は達成して欲しい。 



 

 

 

 

総合政策課 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長Ａ 

 

事務局 

 

 

 

委員Ｃ 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 あまりに細かいと職員の負担にならないか心配になってくる面もある。 

 計画は非常に立派であるが、できるかできないかが問題になってくると思う

ので、その点を重点的に考えてやっていただきたい。 

 

 市民の方が総合計画を見た時に「市役所はどのようのことをしているのか」

を分かっていただかなくてはいけないと考えている。指標の数からすると、第

１期の後期の総合計画とあまり変わらない。 

 市民の方が、栃木市のやっている事業を目で見て分かってもらえるように、

視覚的に分かりやすい冊子の作りこみをしている。 

 

(2) 栃木西部地域未来ビジョンの策定について 

<説明> 

・市全体の総合計画を大前提とした上で、地域の姿が反映されるものを補足

的に作るもの。 

・事務局案として作成した[資料２－３]をたたき台として、栃木西部地域未

来ビジョンを作成して欲しい。（各委員に１０月３１日までに提案シート

を事務局へ提出依頼。） 

 

―― 資料２－１、資料２－２、資料２－３に基づき説明 ── 

 

<意見・質問> 

 [資料２－３]の表記を訂正。 

Ⅰ．地域の概要 

１行目 （誤）「横」断 → 「縦」断 

９行目 （誤）出流山「万」願寺 → （正）出流山「満」願寺 

 

 地域の魅力に該当するのは①、②のみとなるのか。 

 

 総合計画に対する意見とふれあいトークで出した質問をベースに作ったも

のあるので、提案シートにて歴史的な部分や観光資源といった魅力を探して挙

げて欲しいと考えている。 

 

 Ⅲ．未来の姿のまちづくりのテーマの①～③については、栃木西部地域に限

ったものではなく、どこにも通じるものに思える。栃木西部地域だけの文言が

入るといいのではないか。 

 

 ご指摘のとおり、事務局案は無難な文章になってしまったと思う。あくまで

たたき台なので、どのように変えれば栃木西部地域らしいテーマになるかにつ

いても、意見をいただけるとありがたい。 

 

 



 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員Ａ 

 

 

事務局 

 

 

 

(3) 令和５年度実施分 栃木市地域予算事業計画書について 

<説明> 

・地域予算提案事業計画書は１０月７日（金）、寺内会長から大川市長に提出

された。栃木西部地域は８事業で最多である。 

・提出された計画書は内容を吟味（査定）したのち、令和５年度の予算とし

て議会に諮られる。回答は年度末となるので、正式にはそれをもって決定

となるが、来年度の実施が前提で進む。 

 

―― 資料３－１、資料３－２、資料３－３に基づき説明 ── 

 

<意見・質問> 

 栃木西部地域は８項目の事業を提案しているが、事業費としてはそれほど多

くない。他の地域は計画に２年かけて１年で使っているということか。 

 

 ２ヶ年分割り当てられた予算を、初年度に多く使うパターンと、２年度目に

多く使うパターン、だいたい半分ずつ使うパターンがある。今回、栃木西部地

域は半分ずつ使った。 

 

 他の地域の提案内容の資料も配布されたので、来年度の提案の参考として目

を通しておいて欲しい。 

 

(4) 令和４年度 栃木西部熟くり塾の事業内容について 

<説明> 

・第１回は１月２１日（土）１３時３０分～１６時 吹上公民館 中会議室

および和室で開催予定。 

 テーマは栃木西部地域に伝わる民話とカルタ大会。講師は栃木語り部の

会にお願いする。 

・第２回は農業高校の話と仏像修理の話。２月１８日（土）１４時～１６

時を予定。寺尾公民館か皆川公民館で調整中。 

・第３回は３月４日（土）１４時～１６時を予定。土から考える、地球温

暖化・水害・生物多様性をテーマとする。宇都宮大学の先生か有識者に

講演を依頼予定。寺尾公民館か皆川公民館で調整中。 

 

<意見・質問> 

 民話の講演を依頼するのであれば、早めに連絡してあげた方がいいと思う。 

 吹上地域開催なら吹上の民話を拾い出して、練習する時間が必要である。 

 

 栃木西部地域全体の話をしてもらおうと思っている。吹上開催だから吹上地

域の話しかしないということはない。（開催場所がどこになろうと）吹上の話も

寺尾の話も皆川の話もしてもらう。 

  



委員Ｄ 

 

副会長Ａ 

 

会長 

 

 

委員Ｅ 

 

事務局 

 

委員Ｃ 

 

事務局 

 

委員Ｃ 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

副会長Ｂ 

 熟くり塾の開催にあたって、委員に当日の役割分担はあるのか。 

 

 参加してもらえれば良い。 

 

 当日の会場づくりはお願いするかもしれない。どうしても手が足らない時は

全員でやることもあるかも。 

 

 定員は決めるのか。 

 

 部屋の広さの関係もあるので、ある程度、定員を設けることになると思う。 

 

 募集はチラシを配るのか。 

 

 全戸配付と学校にチラシを配ろうかと思っている。 

 

 申し込みはどうするのか。 

 

 申し込みは公民館で受け付ける。 

 

４ その他 

・第７回栃木西部地域会議について 

令和４年１１月１５日（火）１８時３０分から 吹上公民館にて開催予定 

 

・皆川中・吹上中・寺尾中合同地元代表者会議について（報告） 

 ９月２日（金）に第１回合同地元代表者会議が開催された。 

 ３０人ほどの委員の中で会長に私、副会長に寺尾地区と皆川地区から地域会

議の副会長と委員が選ばれた。 

 その時の会議の内容は広報とちぎ１０月号（９月２０日発行）に折り込みを

した。また、広報とちぎ１１月号（１０月２０日発行）にも、折込みで地元説

明会のお知らせが入る。 

 次の地元代表者会議は１１月３０日（水）に皆川公民館で予定されている。 

 アンケートの結果をもとに次の会議が開かれるのではないかと思う。 

 早ければ年内にもう１回、寺尾公民館にて、地元代表者の意見を集約すると

いう内容で会議が開かれると思う。 

 これも早ければ年明けになるが、答申案が作れるかもしれないという予想の

もと、進んでいるという状況。 

 

５ 閉会 

〈以上、何も無いことを確認〉 

── 閉会 ── 

（会議終了時刻 ２０時１６分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 寺内 茂 

副会長 中島 元一    副会長 酒巻 幸夫 

委 員 厚木 秀夫    委 員 門沢 イミ子 

委 員 石沢 恵一    委 員 正田 秀雄 

委 員 鈴木 加織    委 員 関口 みよ子 

委 員 棚橋 利行    委 員 羽金 勝子 

委 員 福島 恵子    委 員 峰岸 晃一 

委 員 吉田 美奈子 

 

<欠席者（委員）>  

委 員 吉羽 克仁 

 

<事務局> 

栗田 寿樹 （栃木西部まちづくりセンター所長） 

金子 博文 （皆川公民館館長） 

篠崎 雅一 （寺尾公民館館長） 

石沢 竜次 （吹上公民館主任） 

 

<その他出席者等> 

 佐藤 澄江 （総合政策課副主幹兼政策推進員） 

 岡 正美  （総合政策課主査） 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

（１）（仮称）第２次栃木市総合計画における地域会議からいただいた意見について（報告） 

（２）栃木西部地域未来ビジョンの策定について 

（３）令和５年度実施分 栃木市地域予算事業計画書について（報告） 

（４）令和４年度 栃木西部熟くり塾の事業内容について 

４ その他 

・第７回栃木西部地域会議について 

  

 ５ 閉 会 

 

<配布資料一覧> 

・（仮称）第２次栃木市総合計画における地域会議から頂戴しました意見等について 資料１ 

・各地域会議からの意見の（仮称）第２次栃木市総合計画への反映の流れ【別添】 

・基本計画 <参考資料> 

・地域未来ビジョンの策定について 資料２－１ 

・地域未来ビジョン概要 資料２－２ 

・栃木西部地域未来ビジョン（案） 資料２－３ 

・地域未来ビジョン 提案シート 

・令和５年度実施分 栃木市地域予算事業計画書 資料３－１ 

・地域会議から提出された令和５年度実施地域予算事業計画書について（一覧表） 資料３－２ 

・令和５年度実施分 地域予算事業計画書の提出の様子 資料３－３ 


